






要約:我々は1980年以降,先天性腹壁異常症例のうち出生前診断を受けた症例を7例経験し

た。内訳は Omphalocele5 例,Gastroschisis2 例であり,最終的な本症の正診率は 71％であ

った。本症の出生前診断においては特に超音波検査により多くの有用な情報が得られ,それ

に基づく計画的な分娩方法及びその時期を決定することが充分可能であり,更に出生後の

予後を推定し得ることも強調したい。 


